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大上段 に権利を謳 うのではな く、言葉だけで権利を語るので

もな く、 一人 ひ とりの感性 に権利 の問題 を おと しこんで い くの

は、本 当に難 しい ことで す。 しか しそれ な くして、 真の意 味で

権利が保 障される社会の実現 はあ り得な いで しょう。

私た ちは、子 ども の権 利 条約 フ ォー ラム を三重 県で開催 す る

にあた って、個人の人権意識を深める機会と捉え、人権や権利

に対す る気運 を高 める ことで 「子 ども の権利 条例 づ くり」 とい

う社会基 盤の整 備 につな げて いきた い と考 え ま した。そ れもー

番権利意識が薄いといわれている子どもの参画によって。

勿論、 子 どもの参 画 と一 口 に言 っても、決 して たやす くな い

ことは、十二分 に承知 しているつ も りです。「子 どもの ことを考

えて いる」 とい う思 い こみ とは裏腹 に、 子 どもへ の差別 と支配

をく り返 している 多 くの大 人 によ って、 子 どもの 問題 は仕 切 ら

れ続けているのが現実ですが、その人たちと同様の間違いを犯

さな いこ とを肝 に銘 じて、 子 どもたち と共 に学び歩 みな が ら条

例づ くりに向かいた いと思 うのです。

今、子どもたちに求められている横の人間関係、他者への思

いや りや協調性、自己の確立も自尊の感情も、全て知識の学び

ではな く権 利意 識の醸 成 を土台 に して初 め て可能 にな るこ とで

す。子 どもの権 利条例 づ くりへ の参画 は、子 ども たちの権 利意

識への芽を必ず育て ることにつなが ります。

本 番の本 日は、子どもたちが 「生 まれてきてよか った んだ」「ひ

とりぼ っち じやな い」 と思え、 安心 して全人 的 に成 長で きる権

利醸 成型社会を実現 させ る出発の 日に したいと願 ってい ます。

あの 日 r子 どもの権利条 約 フォー ラム 2 0 0 8 in みえ」で当 日

パンフに私 は上記 の思 いを綴 らせて いただ き ま した。今 も全 く

同じ気持 ちで子 どもたち と共 に県 内の一つで も多 くの 自治体 に、

子どもの権利 条例 づ く りを は じめ と して、子 どもが 全人 的 に豊

かに成長で きる社会基盤整備 を して いきたいと思 ってい ます。

幸い三重県は知事がこども局を設置、子育てならぬ 「子育ち」

の概念を全面に揚げ何らかのかたちの条令づくりの意志を表明

して い ます。又 そ の方 向 を うかが い知 る市 町 もあ る こ とか ら、

ご一緒 しながら夢に終わ らせない可能性 に向か って、2 0 0 9 年

もr子 どもの権 利 フ ォーラム・ マタニ テ ィフ ェス テ ィバ ル～子

どもの権利は胎児から～」の実行委員会を始動させています。

第16 匝l子どもの権利条約フォーラム 2 0 0 8 in みえ

実行委員長 田部 眞樹子

第 1 6 回子 ども の権 利条約 フォーラム

2 0 0 8 i n みえ に、全国各 地か らた く

さん の方々 にご参加 いただ き、盛会裡 に

開催 され ま した ことは、 このフ ォーラム

の共催者 と して大変 嬉 しく思い ます。 こ

れも、関係各位のご支援、ご協力による

もの と感謝 申 し上 げます。

この フ ォー ラム に参 画 してい る自治体

にとりま しては、子 ども 自身の意 見・ 考

えを大切 に し、 子 どもの権利 につ いて考

える機会を市民・団体・行政が連携 して

一体 とな って創 る こ とが で き “協働 ”と

いう手法 での取 り組 みを体感 で きたこ と

は、貴 重なすば ら しい経験 とな りま した。

「 人権意識を深める機会に」「子 どもの権

利条例 づ くり」「子 ど もの参 画 J の 3 つ

で様々な視点から約 15 の分科会プ ログ

ラムが開催 され、私 たち大 人も子 どもた

ち自身 も子 どもの権 利 について、考 え る

きっか けにな った と思 います。特 に三重

県内の子どもを中心 に 6 ，0 0 0 名 以 上 集

められた 「子 どもの声 」 には、微笑 ま し

い夢から大人社会への意見、友だち関係

の難 しさなど 日常生 活の 中で押 しつぶ さ

れそ うな あ りの ままの子 どもの姿 に気づ

き、 また子 ども会議 で は、 フ ォーラム の

主役 で ある子 どもたちが 気持 ちを まっす

ぐに伝 えていた だき、私 た ち大 人 は心 に

響き感動 しま した。子 ども たち は、次代

を担 うまちづ くりのパ ー トナーです。子

どもた ちと ともに明 日の まちを創 ってい

きたい と考え ます。

最後 にな りま したが、次 回開催 され る

富山県 におかれ ま しても盛大 に開催 され

ることを ご祈念 申 し上 げ、共催 者 と して

のお礼の ことばといた します。

津市長 松 田 直 久
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1 子 どもの権利条例 づ くり・

チ ャイ ル ドライン に入 る子 ども

たちの声は様々ですが、その根底

を流 れ ている共 通項 は、 自己肯 定

がで きていない姿 と主体 の未確 立

の問題です。人間は「安全」「自信」

「自由」の保障 が当た り前 に許 され

ていな い限 り、 自分 が自分 ら しく

成長 す る こ とが で きな い のだ と、

彼達（彼女達）は教 えてくれま した。

それ らの声 は 12 才 問題や 17 才 問

題の根源 が何処 にあ るのか という

疑問にな り、人の育ちの第一段階 0 ・

1・2 才子育て子育ちの現場「ひろ

ば事 業」 へ と自は向 いて ゆき、本

腰を入れ たい と熱 い思 い にな って

い き ます 。

自分 を無 条件 に受容 して くれ る

愛や 慈 しみ があ って、初 めて心 か

ら他 人 に信 頼 が お けて 安心 す る。

それ があ って 自分 を大切 にす る心

は育 ってい く。 この愛着形 成 が成

され て いて 自分 が 自分 であ るとい

う自我（主 体 ）が育 まれ て い くの

です。そ して次 の人格 形成 がそ こ

を土台 にされ て いくこ とを考 えた

時、「子育ち」は年令に応 じた適切

な「子育 て」 こそ が「 k  e  y 」 と

いう こ と にな る と思 う の で す 。 し

かも 「権利」を基本 として。

子 どもの権利 意識 の育 ちが周 り

にいる大人次 第で ある以上 、大人

の意 識改革 はど う してい けばい い

のか。次の疑問が生 まれ てきます。

地道にすべての事業を地域再生の

手段 に してい く。それ も権利 醸成

型の新 しい子 ども観 を広 めてい く

草の根 運動 のあ り方 で。現 に私 た

ちはす べての事 業の つく り方 をそ

の よ う に し て い ま す 。 し か し、 そ

れは非常 に大事 な ことであ って も

1 つの方法にしかすぎず、社会基

盤整 備 に は 行 政 と の コ ラ ボ レー

シ ョンが必要 にな ります。な ぜな

ら基本 となる条例 づ く りの現場 だ

からです。

「子 ど もの 権 利条 約 フ ォー ラム

2 0 0 8 in みえ」の実行委員会に県

行政 ので きるだ け多 くの関係部 署

をは じめ、市 町 に於 いても同 じか

たちで参加を働 きかけてきたのは、

県内すべ ての 自治体 に 「子 どもの

権利条 例 」づ く りを して、子 ども

が安全で安心して全人的に健やか

に成長 で きる社会 をつ く って いき

たい とい うで っかい夢 がある か ら

です。

夢の実現に近づける方法の 1 つ

と して、フ ォー ラムの実行委 員会

と平行 して県 行政 に 「子 どもの権

利条例 」づ く りに関す る協働 事業

提案をして採択され、複数の行政

（ 県健康福祉部こども局 こども未

来室、津市こども総合支援室、松

阪市福祉事務所 こども未来課）と

N P O とで公開検討会のテー ブルを

囲ん で話 し合 いを積 み重ね て きま

した。私たちが切望 してや まなか っ

たこども局を三重県が設置、知事

もことある毎 に条例 かそれ とも憲

章とす る かと しな が らも、何 らか

のかた ちにす る方 向性 を示 して い

ることも追 い風 にな って、津 市 も

子どもの権利条 例 づ くりの方 向 を

明確 に してい ます。 そ して何 よ り

も嬉 しい ことは、次 世代育 成支援

行動計画 の 5 年 目の見直 しの中で、

すべ ての条 項 に「権利 」 の網 かけ

をしていること。「子 ども参 画によ

る」条例 づ く りが示 され てい るこ

とです。他 の市 町で も まだ具体 的

にはな って い ませ んが、意 向 と し

ては持 ち始め てい る感 触 を感 じて

います。 また県 内 で唯一、議 員立

法で「子ども条例」を成立させて

いる名張市は、担当部暑が市民や

子ども たちの もの にするべ く奮闘

して い ます 。

すべ ての子 ども たち が「生 まれ

てきてよ か った んだ」 と 自分 の存

在を実感できる社会 に一歩でも近

づくた め に「子 ど もの 権 利条 例 」

づく りと「オ ン ブズマ ン制度 」の

確立 は今 を生 きる大人 の責務 と考

えてい きます。使命 感 とも いえる

方向性 と思 いが あ った か らこそ取

り組 んで きた 「子 どもの権 利条 約

フ ォー ラム 2 0 0 8 in み え 」 です。

今年度 取 り組 ん でい る 「子 どもの

権利 フ ォー ラム ・ マ タ ニ テ ィ フ ェ

ステ ィバ ル～子 どもの権 利 は胎 児

から～」 で更 に輪 を広 げる動 きを

日下始 動 してい ます。実 りあ る結

果に必ずつなげていく所存 です。



第1 6 回子どもの権利条約フォーラム ● 3 っのテーマ
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子 どもの参画

本大会 における子 どもの参画は、

実行委員会への参加 についてから

始まった。実行 委員会は、「チ ャイ

ルドライ ン 2 4 」実 施組織 が事務

局となり、県、市町行政や民生委

員・主任児童委員、子 どもに関す

る機関、子育て支援や子ども支援

に関わる N P O 、個人 のみ なさんに

呼び か けられ始 ま った。 この時点

では、子 どもの実行委 員はいなか っ

た。無理に実行委員会 に参加する

ことを考 えず、 地域 や団体 の取 り

組みの 中での参 画 を考 えてい くこ

とに した 。

実行委員会で今の子どもの権利

をめ ぐる課題 を出 し合 い、 4 つ の

グループ会を作 った。その一つで

ある子どもの参加・参画グループ

会での具 体化 が始 ま った とき、 ま

ず陥 った ことがあ る。子 ども が参

加で きる企画 を大人 がた くさん用

3 ・・・・・・ ‥

意しだ した ことだ。最初 の子 ど も

の広場 の 構想 は、 こ う して大人 主

体で始 まる こ とにな る。次 に、 こ

の考 え方 を仕 切 り直 した と たん、

実行委 員 の発 想 が止 ま って しま っ

た。動 き出 すの は、何 ヶ月 かの期

間を要 した。その間、「子 どもの参

画と は ？」「主 体 と は ？」 の 深 め

合いをグループ会、実行委員会で

行う ことにな る。その 中で、 よ う

やく子 どもた ちに任 せ るこ とを全

体の企 画や地 位 での取 り組 み の中

で反 映させ る ことがで きるよ うに

なってきた。

そ して、 形 に な って きた の が、

当日の大人 の立 ち入 らな い「子 ど

も広場 」 や 「 ミニ ス テー ジ」、子

ども が 企 画 す る 工 ン パ ワ メ ン ト

ワー クシ ョップの取 り組 みの企画

であ った。事 前の地域 の取 り組 み、

全体 での集 まりでも、大人 が試 さ

●● ● ● ● ● ● ● ● ●

人権意識 を深める機会 に

今 日の社会の中で、子 どもに対す

る虐 待、 い じめ、 自殺、 不登 校 の

問題など、子 どもを取 り巻く環境は

ますます深 刻化 してきています。

今 国子 ど もか ら大人 まで たくさ

んの方がこの ‘‘子どもの権利条約

フォーラム’に参加 し「子どもの人権」

について、多 くの分科会で体験 した

ことや学んだことは、普段の生活だ

けでは得 られないものが得られたと

思います。

そこで、 1つ の自治体 しか条 例が

制定されていない現状の三重県内

で開催 されたという観点からみてと

ても意義 深 いものが あり、「子 ども

の人権 」について改めて考える良 い

機会 とな ったといえるのではないで

しょうか。

そ して、三重 県をはじめ多くの市

町や教育委 員会 がこのフォーラム開

催にあたり共催 、後援をし、実行委

員会 へ参画 したことで、 自治体関係

者個々への “子どもの権利’こ“子ども

の権利条 例づくり’’に関しての意識

高揚 につながったと思われ ます。

今 フォー ラムで、“子どもの権 利’’

れる場 面を つ くるこ とがで き、 多

くの ことを学ぶ ことができた。

子 ど も サ ミ ッ トに 関 して は、 当

初か らフ ァシ リテ一 夕一 に浜 田進

士氏 をお招 き し、 自分 自身 を通 し

た権 利 につ いての発信 がで きる関

係性を積 み上 げて いた。この こ と

が、 大会 当 日最初 の企 画で あ った

子ども サ ミ、ソトの子 どもた ちの率

直な自己開示、意見表明につながっ

てい った。 そ して、 大会 その もの

を支 配す る子 どもを主体 と した空

気を生ん でい くこ とにな る。 大会

最後の企画である発信の時間での

子ど もた ち のパ フ ォー マ ン ス が、

実行委員会、関係団体、そ して何

よりも参加、参 画 した子 どもた ち

ユー ス達 が力 を得 る （工 ンパ ワメ

ント） こ とが で き こ とを確 信 した。

が参加 者をはじめとする多くの方々

に発 信 できたことで、私た ち一人ひ

とりの人権意 識が高まり、社会全 体

が積極 的に関わ っていくことが大切

であると再認識 されたことはいうま

でもないと思います。

今後 は、今 回の フ ォー ラム開催

で得た成果を元に、“子どもの権利”、

“子 どもの権利条例づ くり’’への機

運を高め、個々の自治体が条例制

定に向けた取 り組 みを推 進 される

ことを期待 したいと考え ます。



●子どもの声

6 8 0 0 人の子 どもたちの

声を集めて、分析

子どもたちの意志や気持ちを表現するために、

4 つのテーマ 「夢、今言いたいこと、未来の子ど

もたちへ、自由」を決め、各地域の学校、幼稚園、

保育園、学童保育、地域の団体等へ働きかけてい

きました。具体的な方法と して

①子 どもの リレーメッセージノー ト

②子どもの森 （はっぱの形の紙にメッセージを書く）

③何でもメール （携帯を使い写メールとメッセー

ジを送 ってもらう）

④オ レンジ リボ ンツ リー （三重県主催 ：子ども虐

待防止推進事業）を提案していきました。

結果的に桑名地域から熊野地域まで 9 7 団体の

働きかけによって、三重県内約 6，80 0 人 の子ど

もたちの声を集めることができました。

（声グループの報告から抜粋）

子どもの声集約 地域別・年齢別
平成 2 0 年 11 月 30 日現在

子どもの声分析 イ メー ジ図
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オープ＝ング全体会

1 1 月 2 3 日 1 3 ：0 0 ～ 14 ：3 0

会場／県庁講堂

★ フリースクール三重 シュー レの

子どもたちによるバン ド演奏

★講演「みんなで知ろ う ！こどもの権利

条約」（喜多明人）

■主催団体 実行委員会

①子どもサミッ ト

1 1 月 2 3 日 15 ：0 0 ～ 1 7 ：0 0

会場／三重県庁講堂

対象（人数）／小学生以上（4 00）

■主催団体

「チャイル ドライン 2 4」実施組織

④交流会

1 1 月 2 3 日 1 8 ：0 0 ～ 2 0 ：0 0

会場／アス ト津 3 F 交流スペース

対象／子ども・大人

参加費／ 18 歳未満 10 0 0 円

1 8 歳以上 2000 円

■主催団体 実行委員会

④親育ち支援プログラム

「親なびワーク」

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 1 ：3 0

会場名／アス ト津 5F 研修室 B

対象／子育て中の親および子どもに関わ

る人

十主催団体

三重県健康福祉部こども局 こども未来室

④子どもに寄 り添 う

おとなのための講座

1 1 月 2 4 日 12 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

会場／アス ト津 5 F 研修室 B

対象／ 18 歳以上（30）

参加費 500 円

■主催団体 実行委員会

⑤Jてリア フ リーク ッキ ング・ カ フ ェ

1 1 月 2 4 日 1 0 ：3 0 ～ 12 ：3 0

会場／アス ト津 4 F 食工房

対象／ 10 歳以上（車椅子大歓迎） 参加

費／ 50 0 円

■主催者

F Io w e「 ＆ L ．∪ ．l．ln te「 n a t io n a l

⑥親子が共に育つ保育プログラム
プレイセンター

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

会場 ／ アス ト津 5 F ギ ャラ リー 2

対象／ 1 歳～未就園児・大人

参加費／見学無料

子どもの遊びの体験 500 円

資料代と相談 5 00 円

●プ レイセンター☆ こどもスペー ス四 日市

の実践風景の写真展示、ビデオ上映

●プレイセンター開設へのプロセスにつ

いてのパネル展示

●こどもの遊び体験の場

■主催団体

N P O 法人体験ひろば☆ こどもスペース四日市

⑦ エンパワメ ン ト・ ワークシ ョツブ A

小学生による小学生のための

ほめ合 うワl ク シ ョップ

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 1 ：0 0

会場／アス ト津 4 F 会議室 1

対象／小学生（15）

参加費／ 3 0 0 円

■主催団体

子育ち広場∴ ドロップ in

⑦エンパワメン ト・ ワークショップ B

l ／気持ちを表現するワークショップ

2 ／ユースが受ける大人の相談コーナー

～子どもの気持ち・大人の気持ち～

1 1 月 2 4 日 1 1 ：0 0 ～ 1 2 ：3 0

会場／アス ト津 4 F 会議室 1

対象／小学生以上の子ども（10）

大人（10）

■主催団体

（特 ）くわな子どもネ ット

⑦エンパワメン ト・ワークショップ C

一緒に話そう大切なわた し

大切なあなた

1 1 月 2 4 日 1 3 ：0 0 ～ 14 ：3 0

会場／アス ト津 4 F 会議室 1

対象／中学生～高校生（20 ）

■主催団体

（特）松阪子ども N P O センター

⑧子どもの権利条約
入門ワークショップ

ゲームで学ぶ子どものケンリ

～ケンリってムズカシイ…！？～

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

会場／アス ト津 4F 会議室 2

対象／小学生以上

暮主催団体

子どもの権利条約ネッ トワーク

（ 軒ワー クシ ョップ

「カンボジアの子 どもたちと

子どもの権利条約」

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

会場／アス ト津 4 F 会議室 3

対象／小学生以上（30）

■主催団体

（ 特）国際子ども権利センター

（シーライツ）大阪事務所

⑱ユース企画

「伝えようあなたの気持ち
～伝えるってむずかしいよね～」

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

会場／アス ト津 4 F 研修室 A

対象／小学生以上

■主催団体

（ 特）津子ども N P O センター

⑪親が変わる・教師が変わる ・
それが出発点
－ア ドラー心理学育児のすすめ－

1 1 月 2 4 日 A 9 ：3 0 ～ 1 1 ：3 0

B 1 2 ：3 0 一－ 1 4 ：3 0

会場／アス ト津 4 F 和室

対象／大人（30 ）

■主催団体

ア ドラー心理学学習グループ

「ルマー・ キタ」

⑱子 どもの権利条例づくりを

展望 して

1 1 月 2 4 8 9 ：3 0 ～ 1 1 ：3 0

会場／アス ト津 4 F アス トホール

対象／ 18 歳以上（200）

■主催団体 実行委員会

⑱子どもの広場
1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

会場／イベン ト情報コーナー、

研修室 C 、ミニステージ

対象／イベン ト情報コーナーと研修室

C は子ども、ミニステージは子ども・大人

■主催団体 実行委員会

⑭語 り合お う

子どもの本音 親の本音
1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 1 ：3 0

会場／アス ト津 3 F 交流スペース

対象／子ども（2 0）・大人 （20）

オーデイ工ンス（誰でも・ 3 0）

■主催団体 実行委員会

⑯チャイル ドライン

夢メッセージ展

1 1 月 2 3 日 1 7 ：0 0 ～ 2 1 ：0 0

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 6 ：3 0

会場 ／ア ス ト津 4 F アス トホールロビー

対象／子ども・大人

t 主催団体

チャイル ドライン支援センター

「チャイル ドライン 2 4 」実施組織

⑯子どもの声展示
（子 ども リレ「 メッセー ジノー ト

・こどもの森をつくろう

・何でもメール）

1 1 月 2 3 日 1 3 ：0 0 ～ 2 0 ：0 0

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 6 ：3 0

会場／アス ト津 3 F 交流スペース

対象／子ども・大人

■主催団体 実行委員会
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コンテス ト

1 1 月 2 3 日 1 8 ：0 0 ～ 2 0 ：0 0

展示は、

1 1 月 2 3 日 1 3 ：0 0 ～ 2 4 日 1 6 ：3 0

会場名／アス ト津 3 F 交流スペース

対象／子ども・大人

■主催団体

三重県健康福祉部こども局こども家庭室

■企画運営

（ 特）三重県子ども N P O サポー トセンター

⑯団体展示ブース

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 6 ：3 0

会場／アス ト津 3 F 交流スペース

対象／子ども・大人

■主催団体 実行委員会

⑯同時開催企画
「里親子シンポジウム」

1 1 月 2 4 日 1 2 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

会場／アス トホール

対象／一般（250）

■主催団体

三重県健康福祉部こども局こども家庭室

t 企画運営
講演 「里親家庭で成長 して」

（ 特）三重県子ども N P O サポー トセンター 講師さくら哀 ットワーク 岳構成寅さん

パネルデ ィスカッシ ョン
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①子どもサミッ ト

主催者名

「チャイル ドライン 2 4」実施組織

開催日時 1 1 月 2 3 日 15 ：0 0 ～ 1 7 ：0 0

参加者数 3 47 人

パネラー ：中川大夢・竹内直人

・中谷紀宏・ 浅井朋香

子どもファシリテ一夕ー ：浜田進士さん

内容

事前の 4 回の話し合いで、お互いの気

持ちが出せるような安心の場を作りなが

ら、自分の気持 ちを話 し合 った。 4 回の

話し合いでどこまで本当の気持ちが出せ

るのか難 しいものがあると思うが、浜田

先生 の フ ァシ リテー トのも と、 あ る程 度

の気持ちは出 しあえたようだ。当 日は「ど

のような結果 になっても失敗はない、言

いたいことを言おう」ということを確認

しあい、自分が感 じた権利について、自

分を通 した意見を舞台か ら会場に発信 し

た。パネラーの自己開示された発信が会

場の子どもたちの心に届き、たくさんの

子どもたちから自分発信があった。

④交流会
主催者名 実行委員会

開催 日時 1 1 月 2 3 ［］1 8：0 0 ～ 2 0：0 0

参加者数 163 人

内容

国際交流協会のご協力のもと、メキシ

コ・ タンザニア・韓国・ タイ・ 日本・ネ

パールの 6 カ国の料理が並び、当日参加

者も増え大変にぎやかな交流会にな りま

した。会場では、子 どもサミ ッ トのパネ

ラーを囲む輪ができ、ユースの交流が盛

んに行われていま した。また普段はなか

なか食べる機会の無い料理も、参加者の

方の興味を引いたようです。

④親育ち支援プログラム

「親なびワーク」

主催者名 三重県健康福祉部

こども局こども未来室

開催日時 1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 1：3 0

参加者数 6 人

交流会

内容

県が作成 した親育 ち支 援プロ グラ ム

「親なびワーク」の説明 と体験ワークを

しま した 。

「短所 と長所 は裏表 ？ ！」では、短所

を長所に言い換えることで、発想の転換

を図 り、人の持 ち味を多面 的とらえる

ワー クを しま した 。 同時 に、 自分 を振 り

返りま した。

「イ ラ イ ラの 風 船 を コン トロー ル しよ

う」では、それぞれのイライラやス トレ

スを、風船をふくらませることで表現 し、

イライラの中身 について、話 し合いまし

た。また 、イラ イラ やス トレスで 心が い っ

ぱいになつた状態を、割れる寸前までふ

くらませた風船で視覚的触覚的にイメー

ジし、そんなときの対処法について考え

ました。それぞれのス トレス解消法など

についても話し合いました。

④子どもに寄 り添 う

おとなのための講座

主催者名 実行委員会

開催日時 1 1 月 2 4 日 1 2 ：3 0 ～ 1 4：3 0

参加者数 3 2 人

講師 浜田進士さん （子どもの人権ファ

シリテ 一夕 ー）

内容

大人が子どもに寄 り添うとき、子ども

を権利主体として尊重することが大切で

あり、 子 ども が 自分 自身 で 工 ンパ ワメ ン

トしてい け るよ う に支援 す る こと が要求

される。子 どもが生きていくために必要

な権利が保障されているかどうか、欠け

ている部分 に焦点をおいて支援されなけ

ればいけないという話のなかか ら、親 ・

教員・ 地域それぞれが工ンパ ワメン トさ

れるケア体制が同時に必要だということ

を話された。

また、川西市 の子どもの人権 オ ンブス

パーソン制度 について説明をうけた後、

参加者が子ども・親・教員・ 子ども人権

相談員の役割を体験 した。その中で、気

持ちのズレ、事実認識のズレが生じる時、

子どもに寄 り添 うおとなのための講座

大切なのは双方の気持ちに焦点を当てて

聴くというであることで、決 して子ども

の訴えすべてが正 しいと受け入れること

ではないということを参力□者が体験を通

して実感することができた。

⑤「バ リアフ リー

ク ッキング・ カフェ」

主催者名

F 10 W e r ＆ L ．∪．l．ln t e「 n a t io n a l

開催 日時 1 1 月 2 4 【］ 1 0 ：3 0 ～ 1 2 ：3 0

参加者数 10 人

内容

ア フ リカ （タ ンザ ニア ）出 身 のヤ シ ン

タさんを講師に迎え、日本 との比較を し

ながらアフリカの食文化や子どもたちの

生活 をいっぱいお しゃべ りしなが らの

クッキンクで した。県外からの 2 人の参

加者 と車椅 子 やス トレッチ ャ ーな どガイ

ドヘルパーさんと共 に障がい者の方 4 人

を含 む 10 人の参加者で、本場の珍 しい

スパイスを味わいながら楽しく交流でき

ました。たくさん出来たサムサやヒリア

ニ 、 ジン ジ ャ ーテ ィ ーを 交 流ス ぺ 一ス

で販売してたくさんの方たちとも交流で

きて良かつたです。

⑥親と子が共に自立する保育

の場プレイセンター

主催者名 N PO 法人体験ひろば

☆こどもスペース四日市

開催 日時 1 1 月 2 4 日 9：3 0 ～ 1 4：3 0

参加者数 11 人

内容

子どもの主体を大切 にする保育の現場

として 「プレイセンター☆ こどもスペー

ス四日市」の実践とプレイセンター開設

へのプロセスについて、写真・ パネル展

示とビデオ上映、こどもの遊び体験の場

を再現しました。

「 プ レイ セ ンタ ー 」 は ニ ュー ジ ー ラ ン ド

の保育システムのひとつで、親子がセ ッ

トになつてする共 同保育の場とは違 い、

親が一人の人間として子どもの遊びをサ

ポー トする保育者とな り、子どもの体験

バリア フ リ ーク ッキ ン グ・ カ フ ェ



の場であるため、パネル・ ビデオの中で

は毎回の遊びの様子とともに、毎月の親

の学びの場一子どもの主体を大切 にする

ために、子 どもの権利 や男女共同参画 ・

保育・遊び・救急法などの学習や話 し合

い－の様子などを紹介しました。

こどもの遊びの体験の場では、会場を使

用する上での制限があり、遊びの一部で

はありますが、プ レイセンターの会員の

子どもたちと参カロ者が、主体を大切にし

た遊びを実践 しました。会員の子どもた

ちに刺激 されて参加者の子 どもたちも、

絵の具や小麦粉粘土のよごれも気にせず

遊びに夢中になっていました。

⑦エンパワメン ト・ ワークシ ョップ

A 小 学生による小学生のため

のほめ合 うワークショップ

主催者名 子育ち広場∴ ドロップ in

開催日時 1 1 月 2 4 日 9：3 0 ～ 1 1：0 0

参加者数 7 人

内容

2 年続けて「手塚干砂子さんによる自

己尊重 トレーニング」を受けている小学

校高学年の子どもたち 4 名が、互いにほ

め合うことを通して、子どもたち自身が

自尊感情を高め合うことを日的に分科会

を担当しま した。事前 には、 自分たちで

受けた手塚 さんの自己尊重 トレーニンク

を思い出しながら練習をしたり、4 人 の

役割分担を決め、役割を しない時でも意

見をだすことで互いにフォロー し合うよ

う考えました。

当日は、からだの働きはどういうもの

があるか話 し合う。次 に心の働きについ

ても同様に話 し合う。それから、自分の

いいところを書き出して、言つてもらい、

となりの人のいいところもほめるという

段取 りになっていました。

参 加 者 の ほめ 日記 （ワ ー クシ ョップの

最後 に今 日の自分のよか った ことを書

く） には、 み んな でほ め あう と ころ がと

てもいいと思 った。みんなえがおとか、

たの しいところがいい。と書かれていま

すので、予定通りに進んだようです。

エンデインクの全体会での彼らは、あ

りのままの自分 を出 して発表 しました。

「つまらんか つたと言われたけど、司会

がおも しろか つた って言う子もいたから

よかつたです」とマイナスをプラスに変

えてちやんと自己肯定できていました。

⑦エンパ ワ メン トワー クシ ョップ

B l 気持ちを表現する
ワー クシ ョップ

B 2 ユースが受ける大人

の相談コーナー
主催者名 （特）くわな子どもネッ ト

開催日時 1 1 月 2 4 日 1 1：0 0 ～ 1 2：3 0

参加者数 B l 小学生 7 人 B 2 大人 8 人

内容

2 つ の ワークシ ョップはユースが企画

し、 フ ァシ リテ一 夕ー も担当 した。

B l は 「安心 して気持ちを出せること」

「 感 じ方の違 いを認め合うこと」を体験

することを目的に、＜ 気持ちを表す言葉

＞を書き出 して＜ 気持ちの木 ＞を作 った

り、 1 つの事例 （みんなの前でころんだ

時どんな気持ちがするかな ？）に対 して

どんな気持ちになるかを出し合 った。

B 2 は私たち子どもの気持ちをわかっ

てよ と い う思 い か ら生 まれ た ワ ー ク

ショップ。参加者が、事例（子どもが学

校に行 きた くな いと言った時など） に

沿って子ども役・親役で会話をするプロ

グラムを通 し「相手の話を聴くこと」と

「 互いの気持ちに気づくこと」の体験を

した。また、こんな時の子どもの気持ち

がわか らないとい う大人 からの質問を

ユースが受けた。

2 つの ワー ク ショップは、ユースが学

校や親・ 友だち のこと につ いて話 し合

い、気持ちを出し合う中か らやつてみた

い内容が生まれた。つくり上げていく過

程を大切 にし、何度も話し合いを重ねプ

ログラムをつくっていった。ユースたち

が、当日会場 には大人のサポー トはいら

ないと言い、自分達でその場の責任を持

つこととなつた。直前まで参加者が 0 に

近かつたことに対 して、分科会を成立さ

せる責任について話 し合い、会場でチラ

シの配布と声がけを行なつた。関わった

ユー スた ち にと って も 工 ンパ ワメ ン トの

場となった。

⑦エンパ ワメン トワークショップ

C 一緒に話そ う

大切なわたし大切なあなた

主催者名 （特）松阪子ども N P O センター

開催 日時 1 1 月 2 4 日 1 3 ：0 0 ～ 1 4：3 0

参加者数 15 人

内容

このワークシ ョップは、「お互いの違

いを認め合うこと」をテーマに、ユース

が企画 しました。

7 回の実行委員会でたてた企画を、松

阪地域での事前の取り組みとして『中高

生トーク合宿』をする中で、初めて顔を

合わせる参加者が安心 して気持ちを出せ

るにはどうすればよいか、またお互いの

話を聴くためにはどうすればよいかなど

を大切にしながら進めました。

当 日も ユ ース が フ ァシ リテ一 夕 ー を担

当し、「自分が幸せだと思うこと」をカー

ドに書 い て出 し合 うゲー ム をも とに 、1 5

名の参加者と幸せ について話 し合う中で

お互いの気持ちの違 いにも気付 きま し

た。自分たちの納得できるものを時間を

かけて創 り上げたことで、関わったユー

スに と っても 工 ンパ ワ メン トの 場 とな り

ました 。

⑧子どもの権利条約入門

ワー クシ ョップ

ゲームで学ぶ子どものケンリ
～ケンリつてムズカシイ… ！？～

主催 者名 子どもの権利条約ネットワーク

開催日時 1 1 月 2 4 日 9：3 0 ～ 14 ：3 0

参加者数 15 人

小学生 による小学生のためのほめ合うワークショップ



内容

「権利」と言われると『回い ！』『難 し

い ！』という印象が多いですね。でも、

子 どもでも、おとなでも、「権利 ＝人間

と して あ た り前 の こ と」 と して保 障 され

て当然です。

この分科会では、自己紹介から始まり、

複数のアクティビティ（子どもが写 つた

写真から「その子の願い」をイメージす

る、世界が「10 人の村」 だったらを体

験する、など ）を通じて、「権利＝人間と

してあた り前のこと」を体感していただ

きま した。

小さな問いかけから、あるいは、 日常

生活を振 り返ることを通 じて、自分 自身

が感 じている権利意識を確認 したり、権

利を身近に感 じられたり。そんな “気づ

ぎ’の時間となれば、との思いで分科会

を運 営 しま した が、 どう だ ったの で しょ

うか。

小学生も多数参加 してくれま した。全

体的に年齢関係なく、和気あいあいと楽

しみながらの分科会となりました。

⑨ワークショップ「カ ンボジアの

子 どもたちと子 どもの権利

条約」
主催者名 （特）国際子ども権利センター

・シーライツ大阪事務所

開催日時 1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 4 ：3 0

参加者数 15 人

内容

部屋の机のくるりに児童労働 （働 く子

ども）の写真を展示 して、午前、午後と

2 回の ワー クシ ョップを しま した。

カンボジアでは多 くの子どもたちが、

学校へ行かずに働かざるをえない状況が

あり、良い仕事があると言われれば、親

は子どもを遠いところまで出稼ぎに行か

せることが多い。そんな中で、子 どもの

人身売買が行なわれ、子ども買春が行な

われる。そう した場面をカンボジアの風

景や子どもたちの映像、簡単なロールプ

子ども権利条例づくりを展望 して

1 0

レイ を通 して見 ても らい、 条約 カー ドを

使 って子どもの権利条約と子どもの権利

について、一緒に考えました。またその

ようなカンボジアの子 どもたちを守るた

めに活動する N G O の取 り組みについて、

日本か らの観光客の重要性について紹介

しました。参加者は大人も小学生も、大

学生も、一緒に頭を寄せ合 って子どもの

権利 ってなんだろう、子どもの権利を守

る ため に はど う した らい いん だ ろう って

考えました。

⑱ユース企画

「伝えようあなたの気持 ち

～伝えるつてぢずか しいよね～ 」

主催者名 （特）津子ども N P O センター

間催日時 1 1 月 2 4 田 9 ：3 0 ～ 1 4：3 0

参加者数 39 人

内容

ユース 自身で企画 提案か ら具体化 ま

で、すべて徹底 した話し合いのもとに進

めてきた企画です。「アサーテ ィブ」に

こだ わ りな が ら、ひ と りひ と りの意 見 や

気持ちの違いを認め合う話 し合いを重ね

てきま した。

途中具体化を進める中で、「アサーティ

ブ」に対する認識の違いが明確 にな り、

再度 スター ト地点に戻 って目的を確認す

るための時間をかけた話 し合いを持つ場

面もあ りま した。

毎回の集ま りそのものが企画者のユー

スにとって、意見を主張するのではなく、

相手を尊重 して意見の違いを認め、伝え

合う 「アサ ーテ ィブ トレー ニ ン ク」の 場

とな って きま した。

当日は、午前中は寸劇を題材にした「ア

サー テ ィ ブ につ い ての ワー ク シ ョップ 」

を、午後 は「テーマ別 （学校・家族・ 恋

愛） の グル ー プデ イス カ ツシ ョン」 を 行

いました。多くの方に参加 していただき、

気持ちを出 し合う場にな りました。

今回の取 り組みでは、企画者として全

員が細部に渡 って意思確認をし合いなが

子どもの広場スタンプラリーに挑戦 しよう ！

ら、企画全体 に責任をもてたことと、当

日進める中で参力0若か ら頂いた意見や感

想でさらに学びの場 になったことが大き

な成果です。

⑪親が変わる・教師が変わる

・ それが出発点
l ア ドラー心理学育児のすすめ一

主催者名 ア ドラー心理学学習グループ

「ルマー・辛夕」

開催日時 1 1 月 2 4 日

A 9 ：3 0 一｝ 11：3 0 B 1 2 ：3 0 ～ 1 4：3 0

参加者数 A 25 人、B 26 人

内容

ア ドラー心理学の育児プログラムに基

づく学習分科会を開催 しま した。2 4 日

の午前午後それぞれ 2 時間ずついただき、

午前 は「育児の 目標」午後は「子 どもの

話を聴 く」 とい うテ ーマ に しま した 。

ア ドラー心 理学ので は子 どもたちが

『自立する』『社会と調和する』行動をと

る人 にな って くれるよう、『私 には能力

がある』『人々は仲間だ』 という心理面

の信念を持ってもらえる育児を目指 して

います。

午前午後共に、この目標に向かつて子

どもへの援助ができるおとなになるため

にはどう した らいいか、を話 し合っても

らい ま した。参 力0者 のみ な さ ん には、 活

発な意見交換をしていただき充実 した分

科会 にな りま した。 あ りが と うご ざい ま

した 。

⑱子ども権利条例づくりを

展望 して

主催者名 実行委員会

開催日時 1 1 月 2 4 日 9：3 0 ～ 1 1：3 0

参加者数 220 人

内容

前半は山梨学院大学法科大学院教授 荒

巻重人さんと早稲田大学教授 喜多明人さ

んに、日本各地の子どもの参画を含む条

例づくりの事例を紹介 していきました。

語り合お う子どもの本音親の本音



後半は、将来の展望と しての「子ども

の権利条例」づくりを、三重県・津市 ・

鈴鹿市の担当者が、議員立法で「子ども

の権利条例」を制定 した名張市の担当者

が、現在の状況を述べたあと、会場との

意見交換もし、有意義な時間を持つこと

ができました。

⑱子どもの広場
スタンプラリーに挑戦 しよ う ！

主催者名 子育ち広場∴ ドロップ in

開催日時 1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 4：3 0

参加者数 3 3 人

内容

子どもたちだけでするというところに

なかなか大人が立ちきれませんで した。

当日子どもたちが出来るように話 し合い

や、準備を しておかねばと、今から考え

ると大人の側 に力が入つていました。当

然、話 し合いは大人主導です。子どもた

ちでは話 し合いができないだろうと勝手

に思 い込んで いま した。短 時間で話 し

合って作らなければいけないのだからと

いう大人 の勝 手な論理 が働 いていま し

た。それでも、子どもたちは自分の意見

を年令の大きい小さい関係なく、よく言

えるようになつて来ました。ただただ子

どもたちの力です。

当日もダンボールを運び入れる作業 は

子どもたちだけでは無理、大人がして当

然！と思っていました。それを、他の人

から指摘されたのです。ありがたいこと

でした。大人たちは飛びのきました。

子 どもの世界の始まりです。まず、ダ

ンボールで迷路を作ってそこでスタンプ

ラリーをするという当初の計画は、案の

定たち まちなくな った ようです。ダ ン

ボール遊びやコムてつぼう遊びののち、

紙をこまかく裂いて花吹雪を散 らすとい

う楽 しい、楽 しい取 り組みにな ってみん

な大満足でした。参加費を徴収する係 り

の1 年生の女の子は、「私の係りだから」

と他を寄せ付 けずがんばりました。エン

デインクで皆さんに一人ひとりの声を聞

いてもらえてなお、大満足 ！

⑭語 り合お う

子どもの本音 親の本音
主催者名 子どもの権利条約フ ォーラム

2 0 0 8 in みえ実行委員会

子育ち支援グループ

開催日時 1 1 月 2 4 日 9：3 0 ～ 1 1：3 0

参加者数 56 人

内容

交流広場をパネルで区切って半円形の

広場を作 り、カーペ ットを敷いて床に座

れる よう に し、前 にク リスマ ス ツ リーの

よう なオ レンジ リボ ン ツ リー （子 ども に

つし1ての子どもの声や大人の声をオ レン

ジの リボンに寄せ飾つた虐待防止の取り

組み）を飾り、雰囲気つくりをしました。

心配していた参加者は当日になって会場

ぎっし りにな り、身動 き でき な いく ら い

でした。

小学生 の子 どもたちと、親 の立場の

大人、オブザーバー、オーデ イ工ンス、

全員 が参 加 しての 4 0 分ほ どの ワー ク

ショップで、参加者の気持ちが和 らぎ、

場が和やかになりま した。その後、コー

ディネーターから好きな食べ物、毎日の

洋服の選び方など日常的な話題から始ま

り、お休みの過ご し方、自分の好きなと

ころなどいくつかのテーマが出され、子

どもの気持ち、親の気持ちを出 し合いま

した 。

型にはま りがちな大人に比べ、子 ども

たちは比較的のびのびと自分の気持ちを

話し、日頃一緒にいてもなかなか子ども

の本音を聞く機会の無い様子の大人 にい

ろいろ発見があったようです。

チャイル ドライン

夢メッセージ展
主催 者 名 チ ャイル ドライン支援セ ンター

rチ ャイル ドライン 2 4」 実施組織

開催 日時 1 1 月 2 3 日 1 7：0 0 ～ 2 1：0 0

1 1 月 2 4 ［］9 ：3 0 ～ 1 6 ：3 0

参加者数 こども 10 5 人、おとな 34 3 人、

総数 448 人

内容

チ ャイ ル ドライ ン を広 く一 般の 方 々 に

知っていただき、ご理解していただきた

く、タレン ト・歌手・俳優・スポーツ選手 ・

芸術家 など、各界 で活躍 され ている皆

様から子どもたちへ、心あたたまるメッ

セージを絵馬に書いていただきました。

今回は 9 9 点展示させていただきまし

た。夢メッセージ展を開催するにあた っ

て、各実施組織からも地域の方々に働き

かけを して、4 0 点程の絵を展示させて

いただ き ま した。 アス トホ ール の ロ ビー

でゆったりとした空間は、時間をかけて

見て い ただ く こと がで き、 チ ャイ ル ドラ

インの広報も充分できたと思います。

チャイル ドライン夢メ ッセージ展

1 1

オレンジ リボンツリー展示

＆コ ンテス ト

主催 ≡重県健康福祉部

こども局こども家庭室

企画運 営 （特 ）三重県子 ども N P O サ

ポー トセ ンター

開催 日時 1 1 月 2 3 日 1 3：0 0 ～ 2 0 ：0 0

1 1 月 2 4 日 9 ：3 0 ～ 1 6 ：3 0

内容

「児童虐待防止月間」にちなみ、三重

県内各地域の団体から集 まつた 26 本の

「 オ レン ジ リボ ンツ リー」 が オ ー プ ニ ン

クの時には、≡重県庁会場に、夜には交

流会の会場に飾られました。ツ リー に飾

られた リボ ンに は、子 ども に対 す るメ ッ

セージや子 どもの気持ち、大人の気持ち

が書かれていました。両会場で、参加者

による人気投票があり、交流会の会場で

は、審査員による審査もあり入賞者が決

まり、発表と表彰式が行われま した。

同時開催企画

「 里親子シンポジウム」

主催 三重県健康福祉部

こども局こども家庭室

企画運営 （特）三重県子ども N P O

サポー トセ ンター

開催 日 時 1 1 月 2 4 日 1 2：3 0 ～ 1 4 ：3 0

参加者数 160 人

内容

里親制度の普及啓発を目的とし、「子

どもの権利条約フォーラム in み え」と同

時開催 とな りま した。

内容は、主催者から里親制度の概要に

ついての説明、元里子である講師により

里親家庭で成長し自立する子 どもたちの

現状を語つた講演会、元里子や里親によ

るシンポジウムが行われま した。それぞ

れに体験談をもとに、思いが語られた催

しだった。県内各市町の福祉関係や教育

関係部局、民生委員などへの参加の働き

かけをし参加整理券を発行 しま した。

里親制度 については、まだまだ、知ら

ない人も多く、地域の人たちがきちんと

理解することによ って、里親のもとで暮

す子どもたちが安心 して成長できること

が参加者に理解されたようでした。

子 どもの権利条約の第 20 条 「家庭環

境を奪われた子 どもの養育」に子どもに

は保護・ 援助を受ける権利があることが

うた つてあ り、親の病気や死別、虐待な

ど様々な理由で親と生活できない子が里

親家庭で養育されることは当然の権利で

あることに気づかされたシンポジウムで

した。


